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83 明代の考察制度について（陳）
明
代
の
考
察
制
度
に
つ
い
て
│
│ 
在
京
四
品
以
上
の
大
臣（１）の
自
陳
致
仕
を
中
心
と
し
て 
│
│
陳
　
　
　
　
　
穎
は
じ
め
に
考
察
制
度
は
官
僚
の
業
績
評
価
制
度
と
し
て
、
官
僚
の
任
免
、
昇
進
、
降
格
等
に
関
連
し
て
お
り
、
官
僚
人
事
制
度
の
中
の
不
可
欠
な
部
分
で
あ
る
。
歴
代
の
統
治
者
に
重
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
明
代
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
考
満
と
並
ん
で
人
事
の
査
定
制
度
と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
れ
故
に
、
常
に
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。
例
え
ば
明
代
の
考
察
制
度
に
関
し
て
は
、
和
田
正
広
氏
が
「
考
察
「
八
法
」
の
形
成
過
程
」（
一
）
と
（
二）2
（
）
の
中
で
、
外
官
に
対
す
る
考
察
の
処
分
手
段
に
当
た
る
考
察
八
法
に
つ
い
て
論
じ
、
年
老
・
有
疾
・
貪
汚
・
在
逃
と
い
う
考
察
項
目
の
形
成
過
程
を
整
理
し
な
が
ら
、
官
僚
腐
敗
の
拡
大
が
考
察
処
分
の
緩
和
を
助
長
し
た
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。
ま
た
、
車
恵
媛
氏）3
（
は
「
考
満
」
と
「
考
察
」
両
制
度
の
相
互
関
係
を
探
究
し
た
上
で
、
地
方
官
の
人
事
に
対
す
る
影
響
を
具
体
的
に
論
じ
た
。
車
氏
は
明
代
の
州
県
官
ク
ラ
ス
の
地
方
官
の
人
事
制
度
か
ら
そ
の
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
ま
で
を
検
討
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
者
は
、
も
っ
ぱ
ら
地
方
官
の
考
察
制
度
に
注
目
し
て
お
り
、
京
官
考
察
制
度
、
特
に
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
い
。
実
際
に
、
京
官
考
察
制
度
の
審
査
対
象
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
統
一
的
な
見
解
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
車
氏
は
、「
考
察
制
度
は
布
・
按
二
司
以
下
の
地
方
官
を
対
象
と
す
る
三
年
周
期
の
朝
覲
考
察
と
、
五
品
以
下
の
京
官
あ
て
の
六
年
ご
と
の
京
察
に
分
け
ら
れ
る）4
（
。」
と
定
義
す
る
。
つ
ま
り
、
考
察
制
度
の
審
査
対
象
は
地
方
官
と
五
品
以
下
の
京
官
で
、
両
京
四
品
以
上
の
官
員
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
谷
光
隆
氏
は
「
明
代
銓
政
史
序
説）5
（
」
の
中
で
、「
考
察
は
京
官
（
五
品
以
下
の
文
職
で
、
四
品
以
上
は
自
陳
に
よ
る
）
に
あ
っ
て
は
、
五
年
に
一
度
十
年
に
一
度
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、弘
治
以
降
に
お
い
て
は
六
年
ご
と
に
一
度
（
巳
・
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
七
号 
平
成
二
十
九
年
六
月 
八
三
－
九
九
頁
84
亥
）
行
わ
れ
る
の
を
定
制
」
と
し
た
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
谷
光
隆
氏
は
四
品
以
上
の
京
官
も
考
察
の
審
査
対
象
と
見
な
し
て
お
り
、
更
に
そ
の
考
察
は
自
陳
の
形
で
行
う
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
学
界
の
中
で
は
、
在
京
四
品
以
上
の
官
員
に
対
す
る
考
察
に
つ
い
て
の
説
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
や
は
り
在
京
四
品
以
上
の
官
員
に
対
す
る
考
察
に
つ
い
て
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
谷
氏
は
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
を
京
察
の
審
査
対
象
の
範
囲
に
含
め
た
が
、
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
の
発
展
は
如
何
な
る
変
遷
を
経
た
の
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
人
事
制
度
の
変
化
が
明
代
官
僚
制
度
の
発
展
過
程
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
注
目
し
て
い
な
い
。そ
こ
で
本
稿
で
は
、
明
代
の
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
考
察
制
度
の
変
遷
過
程
を
検
討
し
た
い
。
こ
の
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
考
察
制
度
の
変
遷
過
程
の
究
明
を
通
じ
て
、
明
代
の
考
察
制
度
の
発
展
の
実
像
に
迫
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
節
　
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察 
 
　
　
　
　
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
先
述
し
た
よ
う
に
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
が
京
察
の
審
査
対
象
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
見
解
は
一
致
し
て
い
な
い
。
車
氏
が
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
を
京
察
範
囲
の
中
に
入
れ
な
か
っ
た
原
因
は
恐
ら
く
氏
が
依
拠
す
る
史
料
の『
万
暦
野
獲
編
』
に
言
及
が
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。『
万
暦
野
獲
編
』巻
十
一　
「
吏
部
」
京
官
考
察
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
京
官
六
年
一
考
察
、
昔
無
其
例
。
自
成
化
四
年
、
用
科
道
官
魏
元
等
言
。
奉
聖
旨「
是
。」有
堂
上
官
的
還
会
掌
印
官
公
同
考
察
。
京
官
考
察
は
六
年
ご
と
に
一
回
行
い
、以
前
は
こ
の
例
が
な
か
っ
た
。
こ
の
例
が
始
ま
っ
た
の
は
成
化
四
年
（
一
四
六
八
）
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
科
道
官
魏
元
な
ど
の
上
奏
に
従
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
こ
の
部
分
に
は
、
堂
上
官
・
掌
印
官
と
い
っ
た
官
僚
は
考
察
を
実
行
す
る
側
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
考
察
の
対
象
は
在
京
五
品
以
下
の
京
官
だ
け
で
あ
る
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
で
は
実
際
に
、
考
察
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
在
京
五
品
以
下
の
官
員
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
天
一
閣
所
蔵
の
『
吏
部
四
司
条
例
』
考
功
条
例
、京
官
の
項
の
「
一
件
修
徳
弭
災
事）6
（
」所
引
の
魏
元
の
上
奏
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
及
看
得
、
給
事
中
魏
元
等
題
称
、
両
京
文
武
大
臣
中
有
蝿
営
狗
苟
者
、
坐
視
民
患
者
、
有
大
肆
奸
貪
者
、
無
功
濫
受
昇
賞
而
肆
為
蒙
蔽
者
。
此
等
之
徒
、曽
経
科
道
官
糾
劾
及
年
老
不
堪
任
事
、
才
徳
不
称
職
位
者
、
許
令
自
陳
致
仕
、
以
全
大
臣
之
体
。
給
事
中
魏
元
の
意
見
は
、
科
道
官
に
弾
劾
さ
れ
、
又
は
、「
年
老
不
堪
任
事
者
」（
年
を
取
っ
て
職
位
に
耐
え
な
い
者
）、「
才
徳
不
称
85 明代の考察制度について（陳）
職
位
者
」（
才
能
と
品
徳
が
職
務
に
適
し
な
い
者
）
が
い
れ
ば
、
自
陳
し
て
致
仕
を
申
請
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
『
吏
部
四
司
条
例
』
の
「
一
件
修
徳
弭
災
事
」
の
中
に
は
魏
元
の
上
奏
だ
け
で
は
な
く
、
御
史
康
永
韶）7
（
の
上
奏
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
両
京
衙
門
并
天
下
司
府
州
県
官
員
、
果
有
老
疾
・
無
為
・
貪
淫
素
著
等
項
、
在
内
従
吏
部
・
都
察
院
、
在
外
従
巡
撫
・
巡
按
官
従
公
考
察
。
其
有
廉
能
公
勤
、
屈
在
下
僚
、
許
在
廷
三
品
以
上
大
臣
并
巡
撫
・
巡
按
官
挙
薦
、
昇
授
。
両
京
各
衙
門
堂
上
官
、
許
令
各
人
自
陳
休
致
。
こ
こ
に
は
、
ま
ず
、
両
京
官
と
司
府
州
県
官
に
対
し
て
、「
老
疾
」、
「
無
為
」、「
貪
淫
素
著
」
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
う
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
に
見
え
る
よ
う
に
両
京
各
衙
門
の
堂
上
官
に
つ
い
て
は
自
陳
し
て
致
仕
を
申
請
さ
せ
る
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
康
永
韶
の
上
奏
の
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
考
察
対
象
も
五
品
以
下
の
京
官
だ
け
で
は
な
い
。
（
a
）　
 
両
京
各
衙
門
文
職
堂
上
官
、
果
有
曽
経
科
道
官
糾
劾
及
年
老
不
堪
任
事
、
才
徳
不
称
者
、
許
令
各
人
自
陳
致
仕
、
取
自
上
裁
。
如
有
懐
禄
固
寵
并
考
覈
不
公
、
挙
薦
不
当
者
、
従
科
道
指
実
、
糾
劾
黜
罷
。
縁
係
考
察
官
員
事
理
、
未
敢
擅
便
。
成
化
四
年
九
月
十
八
日
本
部
官
具
題
。次
日
節
該
奉
聖
旨「
是
。」
欽
此
。
結
果
と
し
て
、
吏
部
は
康
永
韶
と
魏
元
の
上
奏
を
受
け
て
、
取
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
見
解
を
提
出
し
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、在
京
四
品
以
上
の
大
臣
も
考
察
を
受
け
る
と
い
う
。
『
吏
部
四
司
条
例
』
の
内
容
が
先
に
引
用
し
た
『
万
暦
野
獲
編
』
の
内
容
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
り
、
同
時
に
『
万
暦
野
獲
編
』
の
記
事
は
か
な
り
節
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
従
っ
て
、『
万
暦
野
獲
編
』
だ
け
に
依
拠
し
、
京
官
考
察
が
五
品
以
下
の
京
官
し
か
対
象
と
し
て
い
な
い
と
断
言
す
る
の
は
危
う
い
。
こ
こ
で
非
常
に
重
要
に
な
る
の
は
吏
部
が
自
分
の
意
見
を
締
め
く
く
る
に
当
た
っ
て
「
縁
係
考
察
官
員
事
理
、
未
敢
擅
便
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
以
上
は
官
員
考
察
に
関
す
る
こ
と
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
（
a
）
の
部
分
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
し
て
「
許
令
各
人
自
陳
致
仕
、
取
自
上
裁
」（
自
陳
し
て
致
仕
を
申
請
さ
せ
て
、裁
可
は
皇
帝
の
命
令
に
従
う
）
と
い
う
こ
と
は
、「
考
察
官
員
事
理
」
に
該
当
す
る
と
理
解
し
得
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
官
員
に
は
「
自
陳
し
て
、
そ
し
て
皇
帝
の
意
見
に
従
っ
て
処
置
さ
れ
る
過
程
は
高
級
官
僚
に
対
す
る
考
察
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
車
氏
の
論
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
布
・
按
二
司
以
下
の
地
方
官
を
対
象
と
す
る
三
年
周
期
の
朝
覲
考
察
」
と
「
五
品
以
下
の
京
官
あ
て
の
六
年
ご
と
の
京
察
」
は
考
察
の
範
囲
に
属
し
て
86
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
自
陳
に
つ
い
て
も
考
察
の
範
囲
に
属
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
方
官
と
五
品
以
下
の
京
官
を
対
象
と
す
る
「
吏
部
・
都
察
院
に
よ
る
考
察
」
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
を
対
象
と
す
る
「
天
子
に
よ
る
考
察
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
全
体
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
明
代
考
察
制
度
に
は
「
吏
部
・
都
察
院
に
よ
る
考
察
」
と
「
天
子
に
よ
る
考
察
」
が
並
存
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い）8
（
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
を
行
う
例
は
成
化
四
年
の
魏
元
等
の
上
奏
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
『
正
徳
会
典
』
巻
十
五　
吏
部
十
四　
考
覈
二
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
成
化
四
年
、
令
両
京
文
職
堂
上
官
曽
経
科
道
糾
劾
、
及
年
老
不
堪
任
事
、
才
徳
不
称
職
者
、
各
自
陳
致
仕
。
取
自
上
裁
。
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
に
つ
い
て
『
正
徳
会
典
』
の
中
に
載
せ
ら
れ
た
の
は
成
化
四
年
の
例
し
か
な
い
。
自
陳
さ
せ
ら
れ
た
の
は
「
曽
経
科
道
糾
劾
」
者
（
弾
劾
さ
れ
た
者
）、「
年
老
不
堪
任
事
」
者
（
年
を
取
っ
て
職
務
に
耐
え
な
い
者
）、
「
才
徳
不
称
職
」者（
才
能
と
品
徳
が
職
務
に
適
し
な
い
者
）で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
万
暦
会
典
』
京
官
考
察
に
つ
い
て
の
記
録
も
『
正
徳
会
典
』
と
一
致
し
て
お
り
、
成
化
四
年
の
例
し
か
載
せ
て
い
な
い）9
（
。
会
典
に
載
せ
ら
れ
た
成
化
四
年
の
例
は
内
容
と
時
間
か
ら
判
断
す
る
と
、
ま
さ
に
『
吏
部
四
司
条
例
』
に
掲
載
さ
れ
た
成
化
四
年
の
例
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
は
万
暦
年
間
ま
で
、
成
化
四
年
の
例
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
実
施
の
状
況
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
以
下
の
史
料
を
あ
げ
る
。
I
（
嘉
靖
十
二
年
（
一
五
三
三
）
二
月
）
巡
撫
宣
府
等
処
地
方
都
察
院
左
僉
都
御
史
臣
韓
邦
奇
謹
奏
、
為
自
陳
不
職
、
乞
賜
罷
黜
、
以
公
考
察
事
。
臣
惟
国
朝
旧
例
、
両
京
官
員
、
毎
遇
六
年
一
考
察
、
四
品
以
上
皆
令
自
陳）10
（
。
II
（
万
暦
三
年
（
一
五
七
五
））
准
吏
部
咨
。
該
本
部
題
為
遵
旧
例
、
厳
考
察
、
以
励
庶
官
事
。
内
開
：
両
京
官
員
六
年
一
次
考
察
、
四
品
以
上
及
翰
林
院
学
士
例
該
自
陳）11
（
。
III題
今
日
蒙
発
各
官
自
陳
本
、
令
臣
票
擬
、
査
得
旧
規
、
在
京
四
品
以
上
自
陳
去
留
。
不
下
部
覆
、
竟
稟
上
裁）12
（
。
以
上
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
成
化
四
年
以
後
、
嘉
靖
朝
、
87 明代の考察制度について（陳）
万
暦
朝
に
な
っ
て
も
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
が
自
陳
の
形
に
よ
る
考
察
を
受
け
る
様
子
が
見
え
る
。
し
か
し
、
I
〜
III
の
資
料
を
『
吏
部
四
司
条
例
』
の
成
化
四
年
の
例
と
比
べ
て
み
る
と
、
自
陳
す
る
必
要
が
あ
る
大
臣
は
「
曽
経
科
道
糾
劾
」
者
（
弾
劾
さ
れ
た
者
）、「
年
老
不
堪
任
事
」
者
（
年
を
取
っ
て
職
務
に
耐
え
な
い
者
）、「
才
徳
不
称
職
」
者
（
才
能
と
品
徳
が
職
務
に
適
し
な
い
者
）
か
ら
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
全
員
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
陳
さ
せ
る
大
臣
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
成
化
以
後
如
何
な
る
変
遷
を
経
て
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
は
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
検
討
し
よ
う
。第
二
節
　
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
自
陳 
 
　
　
　
　
の
変
遷
に
つ
い
て
前
節
で
は
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
が
京
察
の
審
査
範
囲
の
中
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
は
成
化
四
年
の
例
に
始
ま
り
、
自
陳
の
形
を
取
っ
た
。
本
節
で
は
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
制
度
の
発
展
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
自
陳
対
象
が
全
て
の
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
拡
大
し
た
過
程
か
ら
検
討
し
よ
う
。
1
、
京
察
の
審
査
対
象
と
挙
行
頻
度
の
確
立
に
つ
い
て
前
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
吏
部
四
司
条
例
』（
a
）
の
部
分
に
よ
る
と
、
成
化
四
年
に
決
め
ら
れ
た
在
京
文
職
衙
門
の
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
が「
自
陳
致
仕
」を
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、「
曽
経
科
道
官
糾
劾
」（
科
道
官
に
弾
劾
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者
）、「
年
老
不
堪
任
事
」（
年
を
取
っ
て
職
務
に
耐
え
な
い
者
）、「
才
徳
不
称
者
」
（
才
能
と
品
徳
が
職
務
に
適
さ
な
い
者
）
が
自
陳
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
料
I
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
嘉
靖
年
間
で
は
京
察
は
六
年
ご
と
に
行
い
、
四
品
以
上
の
大
臣
は
皆
自
陳
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
史
料
II
と
III
も
同
様
で
あ
る
。
万
暦
年
間
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
四
品
以
上
の
大
臣
は
例
に
よ
っ
て
自
陳
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
史
料
I
〜
III
か
ら
見
た
場
合
、
自
陳
の
対
象
は
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
全
員
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
化
年
間
後
、
自
陳
の
形
式
に
よ
る
考
察
を
受
け
る
対
象
の
範
囲
は
「
曽
経
科
道
官
糾
劾
」（
科
道
官
に
弾
劾
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者
）、「
年
老
不
堪
任
事
」（
年
を
取
っ
て
職
務
に
耐
え
な
い
者
）、「
才
徳
不
称
者
」（
才
能
と
品
徳
が
職
務
に
適
し
な
い
者
）
か
ら
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
全
員
に
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
全
て
の
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
へ
と
考
察
対
象
が
拡
大
さ
88
れ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
成
化
年
間
直
後
の
弘
治
元
年
の
状
況
か
ら
見
て
み
よ
う
。
弘
治
元
年
（
一
四
八
八
）
二
月
に
行
わ
れ
た
京
察
の
際
、
南
京
河
南
道
監
察
御
史
呉
泰
ら
が
両
京
五
品
以
下
の
官
員
に
つ
い
て
考
察
す
べ
き
だ
と
上
奏
し
た
。
そ
の
中
で
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
中
に
科
道
官
に
弾
劾
さ
れ
た
者
が
い
れ
ば
、
自
陳
し
て
退
職
、
或
は
閑
住
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
す
る
考
察
は
現
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う）13
（
。
呉
泰
ら
の
上
奏
に
対
し
て
、
二
月
十
九
日
に
吏
部
尚
書
王
恕
が
上
奏
し
た）14
（
。そ
の
上
奏
は
成
化
四
年
と
成
化
十
三
年（
一
四
七
七
）
の
京
察
の
例
に
基
づ
い
て
、
四
品
以
上
の
大
臣
と
在
外
官
員
を
対
象
と
す
る
考
察
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
考
功
司
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
い
た
。
こ
の
一
連
の
呉
泰
と
王
恕
の
上
奏
か
ら
、
弘
治
元
年
ま
で
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
は
成
化
四
年
の
例
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
の
審
査
対
象
が
ま
だ
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
弘
治
元
年
の
後
に
、
弘
治
十
年
（
一
四
九
七
）、
弘
治
十
七
年
（
一
五
〇
四
）
に
も
京
察
が
行
わ
れ
た）15
（
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
自
陳
を
伴
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
例
え
ば
、
弘
治
十
年
の
京
察
で
は
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
考
察
は
行
わ
れ
な
か
っ
た）16
（
。
さ
ら
に
、
成
化
年
間
か
ら
弘
治
年
間
に
か
け
て
は
、
何
年
ご
と
に
京
察
を
行
う
か
、
議
論
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
判
断
は
下
さ
れ
て
い
な
い）17
（
。
成
化
年
間
で
は
、
成
化
四
年
の
次
に
京
察
が
実
施
さ
れ
た
の
は
成
化
十
三
年
で
あ
り）18
（
、
お
よ
そ
十
年
に
一
度
の
頻
度
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
弘
治
年
間
で
は
、
弘
治
十
年
ま
で
、
十
年
一
度
の
頻
度
を
守
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
弘
治
十
年
の
次
に
京
察
が
実
施
さ
れ
た
の
は
弘
治
十
七
年
で
あ
り
、
こ
れ
は
弘
治
十
年
の
京
察
か
ら
七
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
閏
七
月
の
南
京
吏
部
尚
書
傅
澣
の
意
見
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
十
年
に
一
度
で
は
間
隔
が
空
き
す
ぎ
る
の
で
、
六
年
に
一
度
の
頻
度
で
考
察
し
よ
う
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
弘
治
十
七
年
の
京
察
が
終
わ
っ
た
直
後
に
、
京
察
は
ま
た
十
年
に
一
度
行
う
よ
う
に
改
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ま
た
給
事
中
許
天
錫
の
意
見
に
従
い
、
六
年
一
度
行
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
た）19
（
。
以
上
の
よ
う
に
弘
治
年
間
ま
で
、
一
体
何
年
ご
と
に
京
察
を
行
う
か
を
巡
っ
て
議
論
と
判
断
が
揺
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
弘
治
年
間
ま
で
、
京
察
の
審
査
対
象
と
挙
行
頻
度
は
ま
だ
確
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
問
題
を
抱
え
た
京
察
は
、
正
徳
年
間
に
な
る
と
、
何
度
か
改
変
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
大
き
な
も
の
の
一
つ
は
以
下
の
よ
う
な
制
度
の
改
定
で
あ
る
。
『
万
暦
野
獲
編
』
巻
十
一　
「
吏
部
」
京
官
考
察
条
至
正
徳
四
年
己
巳
、
吏
部
尚
書
劉
宇
、
侍
郎
張
綵
等
又
請
考
察
。
時
距
弘
治
考
察
時
止
五
年
、
蓋
逆
瑾
意
也
。
自
是
己
（
巳
）・
亥
両
年
考
察
、
遂
為
定
例
。
蓋
迄
今
尚
未
百
年
。
89 明代の考察制度について（陳）
右
の
史
料
に
見
え
る
よ
う
に
京
察
は
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
に
、
巳
・
亥
の
年
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
改
制
さ
れ
定
制
と
な
っ
た
。『
明
武
宗
実
録
』
に
も
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば）20
（
正
徳
四
年
三
月
に
京
察
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
は
「
堂
上
官
四
品
以
上
令
自
陳
」（
四
品
以
上
の
堂
上
官
を
自
陳
さ
せ
る
）
と
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
こ
こ
で
初
め
て
、
京
察
に
か
か
る
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
を
限
定
す
る
条
件
が
取
り
除
か
れ
、
全
員
が
京
官
考
察
の
審
査
対
象
と
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
制
度
面
で
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
全
員
を
考
察
対
象
と
規
定
さ
れ
た
の
は
正
徳
四
年
で
あ
り
、
こ
の
点
で
正
徳
四
年
は
京
察
制
度
の
発
展
に
対
し
て
極
め
て
重
要
な
一
年
で
あ
る
と
言
え
る
。
考
察
制
度
は
官
員
の
昇
進
・
左
遷
と
い
っ
た
個
人
の
利
害
・
損
得
と
密
接
に
関
わ
る
制
度
で
あ
る
か
ら
、
政
治
闘
争
の
中
で
考
察
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
考
察
制
度
そ
の
も
の
が
影
響
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
従
っ
て
『
万
暦
野
獲
編
』
と
『
明
武
宗
実
録
』
に
述
べ
る
よ
う
に
、
正
徳
四
年
の
制
度
改
定
は
劉
瑾
ら
の
政
治
闘
争
の
産
物
で
あ
る
可
能
性
は
高
い）21
（
。
た
だ
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
背
景
で
改
正
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
一
時
的
な
も
の
に
止
ま
ら
ず
に
、
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
政
治
と
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
な
事
例
と
い
え
る
。
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
審
査
対
象
と
挙
行
頻
度
の
点
か
ら
見
て
、
京
察
制
度
は
正
徳
四
年
に
制
度
定
着
の
画
期
を
見
た
と
言
え
よ
う
。2
、
考
察
自
陳
疏
の
内
容
の
画
一
化
に
つ
い
て
で
は
、大
臣
た
ち
の
「
自
陳
」
の
文
章
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
①　
徐
階　
『
世
経
堂
別
集
』
巻
十　
「
考
察
自
陳
」
条　
該
吏
部
題
奉
欽
依
、
挙
行
考
察
之
典
、
已
将
五
品
以
下
官
照
例
考
察
訖
。
臣
惟
大
臣
者
、
庶
官
之
表
也
、
大
臣
法
而
後
小
臣
廉
。
大
臣
得
其
人
而
後
能
各
率
其
属
、
以
修
其
政
。
然
則
今
日
罷
黜
不
職
、
不
独
当
詳
於
庶
官
、
実
当
厳
於
大
臣
也
。
臣
荷
蒙
聖
恩
、
擢
任
礼
卿
、
加
秩
一
品
、
雖
素
乏
大
臣
之
望
、
而
固
已
冒
而
居
乎
其
官
。
自
受
職
以
来
、
再
易
歳
矣
。
感
恩
図
報
、
雖
不
敢
頃
刻
忘
於
心
、
而
柔
懦
之
資
、
鞭
策
不
能
進
、
狭
小
之
器
、
思
勉
不
能
拓
、
程
效
計
功
、
未
有
尺
寸
。
皇
上
之
遇
臣
迥
出
常
格
之
外
、
而
臣
所
以
報
塞
者
、
顧
猶
不
逮
衆
人
。
然
則
今
日
大
臣
之
不
職
、
又
実
莫
甚
於
臣
也
。
仰
惟
皇
上
留
神
修
攘
、
宵
旰
孜
孜
、
簡
用
大
臣
、
厥
惟
首
務
。
而
考
察
旧
典
、
適
当
挙
行
之
期
、
臣
豈
敢
仍
窃
禄
位
、
重
負
恩
造
。
伏
乞
聖
明
、
将
臣
罷
黜
、
別
選
賢
能
以
充
任
使
。
則
考
察
之
典
厳
而
庶
官
益
励
、
其
於
政
治
所
補
不
小
矣
。
嘉
靖
三
十
年
二
月
二
十
日
奉
御
批
。
朕
簡
任
卿
、
非
他
衆
同
、
宜
思
忠
正
90
之
道
以
報
、
不
允
辞
。
吏
部
知
道
。
②　
沈
一
貫　
『
敬
事
草
』
巻
四　
「
京
察
自
陳
疏
」
条
奏
為
遵
例
自
陳
乞
賜
罷
免
以
清
政
本
事
。
今
年
当
大
察
京
官
之
期
、
先
該
吏
部
等
衙
門
題
奉
欽
依
、
令
大
臣
照
例
自
陳
、
去
留
請
自
上
裁
。
史
料
①
に
よ
れ
ば
、
徐
階
は
嘉
靖
三
十
年
（
一
五
五
一
）
の
京
察
に
際
し
て
、
自
陳
を
し
た
。「
吏
部
は
詔
に
よ
っ
て
考
察
を
行
っ
て
、
五
品
以
下
の
官
を
例
に
よ
っ
て
考
察
し
た
。
大
臣
は
百
官
の
手
本
で
あ
り
、
大
臣
が
法
を
守
る
と
小
臣
も
清
廉
と
な
る
。
大
臣
に
相
応
し
い
人
を
任
命
す
れ
ば
、
属
官
を
率
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
不
職
の
者
を
罷
免
す
る
の
に
あ
た
っ
て
、（
低
位
の
）百
官
だ
け
を
細
か
に
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
誠
に
大
臣
た
ち
を
こ
そ
厳
し
く
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う
。
徐
階
は
大
臣
た
ち
が
百
官
の
手
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
臣
た
る
自
分
は
自
陳
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
史
料
②
は
沈
一
貫
が
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）
の
京
察
の
際
に
自
陳
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
書
き
出
し
は
「
例
に
従
い
、
国
政
を
刷
新
す
る
た
め
に
自
陳
し
て
罷
免
を
願
う
。
今
年
は
京
察
の
年
な
の
で
、
吏
部
な
ど
の
衙
門
は
、
既
に
大
臣
た
ち
を
例
に
照
ら
し
て
自
陳
さ
せ
、
そ
の
去
留
に
つ
い
て
は
皇
帝
の
判
断
に
従
う
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
徐
階
と
沈
一
貫
は
と
も
に
考
察
に
際
し
て
、「
自
陳
」
と
名
付
け
た
上
奏
文
を
奉
っ
て
い
る
。
題
名
こ
そ
共
通
し
て
「
自
陳
疏
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
二
人
の
上
奏
文
に
は
注
目
す
べ
き
相
違
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
徐
階
は
自
陳
す
る
時
に
大
臣
た
ち
が
庶
官
の
手
本
で
あ
る
か
ら
、
厳
し
く
考
察
し
な
い
と
い
け
な
い
と
理
屈
付
け
を
し
た
の
に
対
し
て
、
沈
一
貫
は
単
に
「
照
例
自
陳
」（
規
定
に
従
っ
て
自
陳
し
た
）
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
者
の
上
奏
年
代
を
念
頭
に
置
け
ば
、
万
暦
中
期
に
お
い
て
は
、
既
に
「
現
行
法
規
に
照
ら
し
て
」
と
い
う
表
現
で
「
自
陳
疏
」
を
出
す
に
至
っ
た
動
機
、
も
し
く
は
事
情
を
手
短
に
述
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
が
、
嘉
靖
前
期
頃
に
は
、
ま
だ
そ
の
よ
う
な
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
嘉
靖
朝
か
ら
万
暦
朝
ま
で
大
臣
の
考
察
自
陳
疏
の
内
容
は
如
何
な
る
変
化
過
程
を
経
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
変
化
は
京
察
制
度
の
ど
の
よ
う
な
変
遷
過
程
を
反
映
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
嘉
靖
朝
の
自
陳
疏
の
具
体
例
と
し
て
、
徐
階
の
も
の
を
、
先
に
例
示
し
た
も
の
を
含
め
て
四
本
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
嘉
靖
二
十
四
年
（
一
五
四
五
）（
A
）、
嘉
靖
三
十
年
（
①
）、
嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七
）（
B
）、
嘉
靖
四
十
二
年
（
一
五
六
三
）（
C
）
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
は
嘉
靖
年
間
の
京
察
実
施
の
年
と
一
致
し
て
お
り
、
彼
が
六
年
に
一
度
京
察
の
行
わ
れ
る
度
に
自
陳
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
世
経
堂
集
』
に
収
録
さ
れ
る
際
91 明代の考察制度について（陳）
に
も
上
奏
文
の
原
形
を
比
較
的
よ
く
留
め
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
実
例
と
し
て
格
好
の
も
の
で
あ
る
。
A　
「
考
察
自
陳
」
嘉
靖
二
十
四
年 
吏
部
右
侍
郎
該
本
部
題
為
遵
旧
例
厳
考
察
以
励
庶
官
事
。
奉
聖
旨
：「
是
。」
各
衙
門
例
、
該
考
察
的
官
員
、
你
部
裹
便
会
同
都
察
院
堂
上
官
照
例
従
公
考
察
。
翰
林
院
、
詹
事
府
等
衙
門
照
嘉
靖
六
年
考
察
事
例
行
。
欽
此
。
欽
遵
。
臣
惟
考
察
者
、
朝
廷
之
大
典
、
吏
部
者
銓
衡
之
要
地
。
臣
本
庸
陋
、
重
以
迂
疎
、
守
章
句
之
旧
而
無
適
用
之
才
、
抱
楽
善
之
心
而
乏
知
人
之
鑑
。
幸
蒙
皇
上
至
仁
無
棄
物
、
使
人
不
求
備
。
遂
縁
貂
続
、
濫
佐
銓
司
。
感
恩
崇
深
、
揣
分
悚
懼
、
即
在
居
常
之
日
，
猶
貽
尸
素
之
譏
。
B　
「
考
察
自
陳
」
嘉
靖
三
十
六
年　
奏
為
自
陳
不
職
乞
賜
罷
黜
以
公
考
察
事
。
該
吏
部
題
奉
欽
依
、
挙
行
六
年
考
察
京
官
之
典
、
而
大
臣
則
許
自
陳
。
C　
「
考
察
自
陳
」
嘉
靖
四
十
二
年　
　
 
近
該
吏
部
題
奉
欽
依
、
挙
行
考
察
之
典
。
臣
備
員
大
臣
、
例
許
自
陳
。
史
料
A
、
①
、
B
、
C
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
史
料
A
・
①
と
史
料
B
・
C
と
の
間
に
は
、
そ
の
書
き
ぶ
り
に
差
異
が
あ
る
。
例
え
ば
史
料
A
で
は
、
自
陳
の
理
由
に
つ
い
て
、
大
略
「
考
察
は
国
に
と
っ
て
大
切
な
制
度
で
あ
り
、
吏
部
は
銓
選
を
掌
る
重
要
な
部
門
で
あ
る
か
ら
、
考
察
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
先
に
吏
部
右
侍
郎
で
あ
る
自
分
を
考
察
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
は
①
に
も
通
底
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
史
料
B
と
C
の
場
合
に
は
、
史
料
A
と
①
に
見
え
る
よ
う
な
煩
瑣
な
言
辞
を
用
い
て
い
な
い
。単
に「
大
臣
許
自
陳
」、
「
大
臣
例
許
自
陳
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
簡
略
な
文
言
で
、
考
察
の
た
め
の
自
陳
疏
の
形
式
を
満
た
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
嘉
靖
後
半
期
か
ら
、
大
臣
が
考
察
に
際
し
自
陳
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
は
慣
例
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
り
、
そ
の
こ
と
が
「
自
陳
疏
」
そ
の
も
の
の
画
一
化
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
例
に
加
え
て
、
嘉
靖
六
年
（
一
五
二
七
）
の
も
の
と
し
て
張
璁
の
自
陳
乞
休
疏）22
（
が
見
え
、
嘉
靖
十
八
年）23
（
（
一
五
三
九
）
と
嘉
靖
二
十
四
年）24
（
の
も
の
と
し
て
毛
伯
温
の
自
陳
疏
が
見
え
る
。
ま
ず
、
嘉
靖
初
期
の
張
璁
の
自
陳
疏
で
は
、
そ
の
表
題
に
は
「
京
察
自
陳
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
そ
の
冒
頭
の
部
分
で
「
当
京
官
考
察
」
と
い
う
内
容
が
み
え
る
か
ら
、
京
察
の
際
に
上
奏
し
た
自
陳
疏
だ
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
、
小
人
と
君
子
の
喩
え
と
し
て
舜
の
四
凶
と
殷
の
三
仁
を
引
用
し
た
。
そ
し
て
、「
樹
朋
奸
」（
朋
党
を
抜
擢
す
る
）
と
今
日
の
状
況
を
批
判
し
て
い
る
。
末
尾
で
は
、
自
分
は
今
の
世
論
に
合
わ
な
い
か
ら
、
退
職
に
追
い
込
ま
れ
た
方
が
よ
い
と
言
う
。
そ
れ
と
関
連
す
る
記
事
と
し
て
は
、『
明
世
宗
実
録
』
92
嘉
靖
六
年
三
月
辛
丑
（
二
十
五
日
）
条）25
（
と
壬
寅
（
二
十
四
日
）
条）26
（
の
史
料
が
あ
る
。
辛
丑
条
で
は
吏
部
郎
中
彭
沢
が
弾
劾
さ
れ
て
外
任
に
降
さ
れ
た
。
張
璁
は
彭
沢
を
保
護
す
る
た
め
に
上
奏
し
た
と
い
う
。
壬
寅
条
で
は
考
察
拾
遺
の
た
め
に
、
張
璁
が
弾
劾
さ
れ
た
が
、
世
宗
は
そ
の
弾
劾
を
承
認
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
張
璁
の
自
陳
疏
の
内
容
を
背
景
と
結
び
つ
け
て
理
解
す
れ
ば
、
彼
の
上
奏
は
、
考
察
を
受
け
る
た
め
の
自
陳
疏
と
い
う
よ
り
、
党
派
闘
争
の
中
で
自
己
の
意
見
や
方
針
を
表
明
す
る
雰
囲
気
を
強
く
帯
び
て
い
る
。
さ
ら
に
、
張
璁
の
自
陳
疏
の
中
に
は
、
嘉
靖
後
期
に
お
け
る
自
陳
疏
の
よ
う
に
「
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
が
例
に
よ
っ
て
自
陳
す
る
」
と
言
っ
た
類
表
現
が
見
ら
れ
な
い
。
嘉
靖
六
年
の
張
璁
の
自
陳
疏
と
同
様
、
嘉
靖
十
八
年
と
二
十
四
年
の
毛
伯
温
の
自
陳
疏
の
内
容
に
も
、
徐
階
の
A
の
自
陳
疏
と
同
じ
よ
う
に
、
自
陳
す
る
理
由
を
冒
頭
の
部
分
で
詳
し
く
説
明
す
る
傾
向
を
有
し
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
を
例
と
見
な
す
表
現
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
嘉
靖
後
期
の
例
と
し
て
、
ま
た
嘉
靖
四
十
二
年）27
（
に
南
京
兵
部
尚
書
の
李
遂
が
奉
っ
た
自
陳
疏
を
挙
げ
る
。
D
准
南
京
吏
部
咨
、
該
吏
部
題
。
奉
欽
依
、
六
年
考
察
在
京
五
品
以
下
官
員
、
其
四
品
以
上
、
例
該
自
陳
。
此
令
典
也）28
（
。
南
京
兵
部
尚
書
李
遂
は
そ
の
自
陳
疏
の
中
で
、
ま
ず
、
史
料
C
の
徐
階
の
自
陳
疏
と
同
様
に
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
は
例
に
従
っ
て
自
陳
す
べ
き
だ
と
言
っ
た
。
傍
線
部
の
よ
う
に
、
李
遂
は
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
を
考
察
す
る
た
め
に
自
陳
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
令
典
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
考
察
を
受
け
る
た
め
に
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
が
自
陳
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
の
徐
階
は
「
例
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
ま
た
李
遂
は
「
令
典
」
で
あ
る
と
括
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
嘉
靖
初
期
に
お
い
て
、
考
察
ご
と
に
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
が
自
陳
す
る
形
は
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
考
察
手
段
と
し
て
の
自
陳
疏
の
内
容
は
ま
だ
定
式
化
し
て
い
な
い
印
象
が
拭
え
な
い
。
嘉
靖
後
期
に
至
っ
て
、
考
察
の
際
に
大
臣
た
ち
が
自
陳
す
る
こ
と
を
恒
例
と
見
な
す
意
識
が
深
く
な
る
に
伴
っ
て
、
自
陳
疏
の
内
容
も
画
一
化
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
万
暦
朝
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
状
況
は
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
万
暦
朝
の
自
陳
疏
と
し
て
、
以
下
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
E　
張
四
維
『
条
麓
堂
集
』
巻
八　
「
乙
亥
自
陳
疏
」（
万
暦
三
年
）
詹
事
府
掌
府
事
・
吏
部
左
侍
郎
兼
翰
林
院
学
士
臣
張
某
、
謹
奏
為
自
陳
不
職
乞
賜
罷
斥
以
粛
重
典
事
。該
吏
部
題
奉
欽
依
内
開
、
今
当
六
年
京
官
考
察
之
期
、
四
品
以
上
例
該
自
陳
。
F　
 
許
国
『
許
文
穆
公
集
』
巻
三　
「
大
察
自
陳
疏
」（
万
暦
十
五
93 明代の考察制度について（陳）
年
（
一
五
八
七
）
該
吏
部
題
奉
欽
依
六
年
一
次
考
察
京
官
、四
品
以
上
俱
令
自
陳
。
此
明
例
也
。
G　
 
趙
用
賢
『
松
石
斎
集
』
巻
五　
「
癸
巳
大
計
自
陳
疏
」（
万
暦
二
十
一
年
（
一
五
九
三
）
礼
部
左
侍
郎
兼
翰
林
侍
読
学
士
臣
趙
、
謹
為
自
陳
不
職
乞
賜
罷
斥
以
厳
計
典
事
。
近
該
吏
部
題
奉
欽
依
考
察
在
京
官
員
、
其
四
品
以
上
准
令
自
陳
。
H　
 
趙
志
皐
『
内
閣
奏
題
稿
』
巻
八　
「
考
察
自
陳
」（
万
暦
二
十
七
年
）
万
暦
二
十
七
年
正
月
二
十
二
日
謹
奏
、
為
遵
旧
例
自
陳
乞
賜
罷
免
以
清
政
本
事
。
該
吏
部
題
、
今
万
暦
二
十
七
年
例
該
考
察
京
官
。
四
品
以
上
者
、
俱
許
自
陳
、
以
候
上
裁
。
前
に
述
べ
た
嘉
靖
初
期
の
状
況
と
違
っ
て
、
右
の
史
料
E
〜
G
の
よ
う
に
万
暦
朝
に
お
い
て
、
彼
ら
大
臣
の
自
陳
す
る
理
由
に
着
目
し
て
見
る
と
、
嘉
靖
初
期
の
自
陳
疏
の
よ
う
に
吏
部
の
重
要
性
や
政
治
闘
争
等
に
由
来
す
る
と
い
う
理
由
で
は
な
く
、
単
に
例
に
従
う
と
い
う
理
由
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
自
陳
疏
の
内
容
が
画
一
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
考
察
制
度
が
一
層
制
度
化
さ
れ
た
と
い
う
趨
勢
を
指
し
示
す
証
左
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
、
自
陳
疏
が
爆
発
的
に
上
奏
さ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
よ
り
以
前
、
例
え
ば
弘
治
年
間
に
お
い
て
は
、
全
く
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
王
端
毅
奏
議
』
に
は
、
王
恕
が
考
察
の
た
め
に
自
陳
し
た
上
奏
文
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
吏
部
尚
書
で
あ
る
王
恕
の
文
集
に
も
自
陳
疏
が
残
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
す
れ
ば
、
弘
治
年
間
に
お
い
て
大
臣
を
考
察
す
る
手
段
と
し
て
の
自
陳
制
度
は
ま
だ
全
面
的
に
実
施
さ
れ
て
は
い
な
い
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
嘉
靖
以
後
、
特
に
万
暦
朝
に
自
陳
疏
が
大
量
に
上
疏
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
万
暦
朝
に
お
い
て
自
陳
制
度
が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
考
察
自
陳
制
度
は
こ
の
時
期
の
大
臣
た
ち
に
は
完
全
に
定
着
し
て
お
り
、
恒
例
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
以
上
本
節
で
は
、
正
徳
年
間
か
ら
万
暦
年
間
ま
で
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
の
変
遷
過
程
を
整
理
し
た
。
正
徳
四
年
か
ら
、
京
察
の
実
施
が
巳
・
亥
の
年
に
規
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
も
巳
・
亥
の
年
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、審
査
対
象
も
最
初
の「
曽
経
科
道
官
糾
劾
」（
科
道
官
に
弾
劾
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者
）、「
年
老
不
堪
任
事
」（
年
を
取
っ
て
職
務
に
耐
え
な
い
者
）、「
才
徳
不
称
者
」（
才
能
と
品
徳
が
職
務
に
適
し
な
い
者
）
か
ら
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
全
員
に
拡
大
さ
れ
た
。
次
い
で
、
嘉
靖
朝
か
ら
万
暦
朝
ま
で
の
自
陳
疏
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
嘉
靖
後
期
か
ら
考
察
自
陳
は
恒
例
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
94
に
な
り
、
次
第
に
自
陳
疏
に
用
い
た
内
容
も
画
一
化
し
始
め
た
。
続
く
万
暦
の
時
代
に
は
よ
り
画
一
的
に
な
っ
て
い
た
と
言
い
う
る
。
つ
ま
り
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
制
度
の
発
展
は
正
徳
と
嘉
靖
の
調
整
を
経
て
、
万
暦
期
に
頂
点
に
達
し
た
と
言
え
る
。
終
わ
り
に
第
一
節
で
は
、『
吏
部
四
司
条
例
』
と
『
万
暦
野
獲
編
』
の
対
応
史
料
の
分
析
に
よ
り
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
も
京
察
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
地
方
官
と
五
品
以
下
の
京
官
に
つ
い
て
は
吏
部
・
都
察
院
に
よ
る
考
察
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
つ
い
て
天
子
に
よ
る
考
察
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
代
の
考
察
制
度
に
は
「
吏
部
・
都
察
院
に
よ
る
考
察
」
と
「
天
子
に
よ
る
考
察
」
の
二
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
第
二
節
で
は
以
下
の
諸
点
を
検
討
し
た
。
ま
ず
は
、
第
一
節
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
が
い
つ
か
ら
考
察
の
対
象
と
な
る
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
京
察
は
正
徳
四
年
に
巳
・
亥
の
年
に
行
う
と
定
め
ら
れ
、
加
え
て
全
体
の
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
の
全
て
を
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
嘉
靖
年
間
か
ら
万
暦
年
間
ま
で
の
自
陳
疏
の
分
析
を
通
し
て
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
制
度
が
成
化
朝
に
提
起
さ
れ
、正
徳
朝
に
制
度
化
し
始
め
、
嘉
靖
朝
の
調
整
を
経
て
、
万
暦
朝
に
制
度
化
の
頂
点
に
達
し
た
と
結
論
づ
け
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
に
対
す
る
考
察
の
制
度
化
に
従
っ
て
、
し
か
も
、「
天
子
に
よ
る
考
察
」
の
形
を
通
し
て
、
皇
帝
は
直
接
に
高
級
官
僚
の
人
事
査
定
権
を
握
る
こ
と
を
実
現
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
従
来
は
例
え
ば
、
太
祖
に
よ
る
中
書
省
廃
止
な
ど
が
皇
帝
独
裁
体
制
を
強
化
す
る
一
つ
の
表
象
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
如
上
の
よ
う
に
、
皇
帝
は
高
級
官
僚
の
人
事
査
定
権
を
掌
握
す
る
と
い
う
点
で
、
皇
帝
独
裁
体
制
の
強
化
が
中
書
省
の
廃
止
と
は
異
な
っ
た
側
面
に
お
い
て
表
出
し
た
と
も
見
な
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
太
祖
の
中
書
省
の
廃
止
に
つ
い
て
、
阪
倉
篤
秀
氏
は
「
朱
元
璋
が
呉
王
と
な
っ
た
至
正
二
四
年
（
一
三
四
四
―
筆
者
補
足
）
よ
り
洪
武
一
三
年
（
一
三
八
〇
―
筆
者
補
足
）
ま
で
の
一
七
年
間
は
、
明
の
太
祖
朱
元
璋
の
創
業
期
に
当
た
り
、
中
書
省
の
変
遷
は
こ
の
時
期
の
動
向
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
明
朝
は
中
書
省
の
廃
止
に
よ
っ
て
そ
の
建
国
期
よ
り
守
成
期
へ
の
脱
皮
を
果
た
し
、
皇
帝
独
裁
体
制
を
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た）29
（
。」と
評
価
し
た
。実
際
に
、
明
代
史
の
研
究
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
明
代
の
時
期
区
分
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
許
大
齢
氏
は
明
代
を
開
創
期
（
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）―
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
、
腐
化
期
（
正
統
十
四
年
―
正
徳
十
六
年
（
一
五
二
一
））、整
頓
期
（
正
95 明代の考察制度について（陳）
徳
十
六
年
―
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
、
衰
敝
期
（
万
暦
十
年
―
思
宗
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
の
よ
う
に
四
つ
に
区
分
し
て
い
る）30
（
。
毛
佩
琦
氏
は
明
代
を
開
創
奠
基
期（
洪
武
元
年
―
永
楽
二
十
二
年（
一
四
二
四
）
、守
成
期
（
洪
熙
元
年
（
一
四
二
五
）―
弘
治
十
八
年
（
一
五
〇
五
）
、禍
乱
期
（
正
徳
元
年
（
一
五
〇
六
）―
嘉
靖
四
十
年
（
一
五
六
一
）
、中
興
期
（
嘉
靖
四
十
年
―
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）
、
敗
亡
期
（
万
暦
十
四
年
―
弘
光
元
年
（
一
六
四
五
）
の
よ
う
に
五
つ
に
区
分
し
て
い
る）31
（
。
右
の
よ
う
に
、
許
氏
と
毛
氏
は
各
時
期
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
し
た
上
で
、
明
代
を
複
数
の
時
期
に
区
分
し
た
。
そ
の
中
で
、
許
氏
は
正
徳
年
間
を
腐
化
期
と
見
な
し
、
毛
氏
は
正
徳
年
間
を
禍
乱
期
と
見
な
す
。
し
か
し
、
本
稿
の
検
討
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
京
察
制
度
は
正
徳
四
年
に
審
査
対
象
と
挙
行
頻
度
の
改
制
が
決
定
さ
れ
て
以
降
、万
暦
ま
で
長
期
的
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
正
徳
年
間
は
単
な
る
「
腐
化
期
」、「
禍
乱
期
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
明
代
の
京
察
制
度
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
京
察
制
度
の
発
展
過
程
の
分
析
を
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
さ
ら
に
明
代
の
官
僚
制
度
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
制
度
的
視
点
か
ら
見
た
明
代
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
、新
た
な
視
座
か
ら
そ
れ
を
捉
え
直
す
こ
と
を
試
み
た
い
。
　
注
（
1
）　
「
両
京
堂
上
官
」
と
「
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
」
の
表
現
に
つ
い
て
 
　
堂
上
官
は
一
般
的
に
各
部
署
の
正
官
と
言
わ
れ
て
い
る
。
両
京
堂
上
官
を
京
堂
官
と
も
い
う
。『
正
徳
大
明
会
典
』
巻
十
二　
吏
部
十
一
「
資
格
一
・
官
」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
て
の
正
官
が
四
品
以
上
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
京
堂
官
の
範
囲
は
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
よ
り
広
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
明
代
で
、
こ
の
二
つ
の
表
現
が
は
っ
き
り
区
別
し
て
使
わ
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
例
え
ば
、
注
16
に
引
用
し
た
『
明
孝
宗
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
御
史
鄭
惟
恒
ら
が
両
京
四
品
以
上
の
大
臣
を
自
陳
さ
せ
て
考
察
し
よ
う
と
上
奏
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孝
宗
は
両
京
の
堂
上
官
は
自
陳
さ
せ
な
く
て
も
良
い
と
命
令
し
た
。
勿
論
、
御
史
鄭
惟
恒
ら
が
言
っ
た
「
両
京
四
品
以
上
の
大
臣
」
は
、
孝
宗
が
言
っ
た
「
両
京
の
堂
上
官
」
と
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
代
に
お
い
て
、
京
察
の
場
合
に
言
及
さ
れ
た
「
両
京
堂
上
官
」
は
部
署
の
正
官
よ
り
も
、
狭
い
範
囲
の
「
両
京
四
品
以
上
の
大
臣
」
を
指
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
正
徳
以
降
の
京
察
に
関
す
る
史
料
を
読
む
と
、「
堂
上
官
四
品
以
上
」、「
四
品
以
上
令
自
陳
」
等
の
明
確
な
表
現
が
頻
出
す
る
。
本
稿
で
は
、「
堂
上
官
」
と
こ
れ
に
類
す
る
表
現
は
す
べ
て
「
在
京
四
品
以
上
の
大
臣
」
と
表
記
す
る
。
（
2
）　
和
田
正
広
「
考
察
「
八
法
」
の
形
成
過
程
（
一
）」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
11　
一
九
八
三　
64-
93
頁
）
 
「
考
察
「
八
法
」
の
形
成
過
程
（
二
）」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
12　
一
九
八
三　
79-
112
頁
）
96
（
3
）　
車
恵
媛
氏
は
「
明
末
、
地
方
官
の
人
事
異
動
と
地
方
輿
論
」（『
史
林
』
79-
1　
一
九
九
六
）、「
明
代
に
お
け
る
考
課
政
策
の
変
化
│
考
満
と
考
察
の
関
係
を
中
心
に
│
」（『
東
洋
史
研
究
』
55-
4　
一
九
九
七
）
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
『
저
울 
위
의 
목
민
관 
명
대 
지
방
관
의 
인
사
고
과
와 
중
국
사
회
』（
邦
訳
『
秤
の
上
の
牧
民
官
│
明
代
地
方
官
の
人
事
考
課
と
中
国
社
会
│
』　
서
강
대
학
교
출
판
부　
二
〇
一
〇
）
を
出
版
し
た
。
（
4
）　
車
恵
媛　
「
明
代
に
お
け
る
考
課
政
策
の
変
化
│
考
満
と
考
察
の
関
係
を
中
心
に
│
」（『
東
洋
史
研
究
』
55-
4　
一
九
九
七　
3
頁
）
（
5
）　
谷
光
隆
「
明
代
銓
政
史
序
説
」（『
東
洋
史
研
究
』
23-
2　
一
九
六
四　
90
頁
）
（
6
）　
『
天
一
閣
蔵
明
代
政
書
珍
書
7
』
線
装
書
局　
二
〇
一
〇　
228-
232
頁
。
（
7
）　
「
御
史
の
康
永
韶
」
は
『
吏
部
四
司
条
例
』
の
記
録
に
は
「
康
韶
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、『
明
憲
宗
実
録
』
巻
五
十
八　
成
化
四
年
九
月
癸
酉
条
で
は
、「
礼
部
尚
書
姚
夔
等
言
、
近
給
事
中
魏
元
、
監
察
御
史
康
永
韶
等
言
、
修
徳
弭
災
。」
と
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、『
吏
部
四
司
条
例
』
は
「
永
」
と
い
う
一
文
字
を
脱
漏
し
た
と
推
側
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
康
韶
」
に
関
す
る
記
載
は
一
切
「
康
永
韶
」
の
間
違
い
と
見
な
し
、「
康
永
韶
」
と
訂
正
し
た
。
（
8
）　
な
お
注
13
所
引
の
史
料
に
も
「
是
、
堂
上
官
已
経
考
察
矣
。」
と
あ
る
こ
と
も
こ
の
証
左
に
な
る
。
（
9
）　
『
万
暦
会
典
』
巻
十
三　
吏
部
十
二　
京
官
考
察
条
 
凡
京
堂
官
自
陳
、
成
化
四
年
令
両
京
文
職
堂
上
官
曽
経
科
道
糾
劾
、
及
年
老
不
堪
任
事
、
才
徳
不
称
職
者
、
各
自
陳
致
仕
、
取
自
上
裁
。
（
10
）　
韓
邦
奇
『
苑
洛
集
』
巻
十
三　
「
自
陳
不
職
乞
賜
罷
黜
以
公
考
察
事
」。
（
11
）　
温
純
『
温
恭
毅
集
』
巻
六
「
自
陳
不
職
乞
賜
罷
斥
以
公
考
察
疏
」
乙
亥
察
典
。
（
12
）　
沈
一
貫
『
敬
事
草
』
巻
四
「
言
考
察
自
陳
官
擬
去
掲
帖
」。
（
13
）　
『
皇
明
条
法
事
類
纂
』
巻
九
「
考
察
両
京
五
品
以
下
官
及
通
行
各
衙
門
堂
上
官
遇
官
属
考
満
考
語
務
協
公
論
」
条
 
弘
治
元
年
二
月
十
九
日
、
太
子
太
保
吏
部
尚
書
王
等
題
為
厳
考
察
以
励
庶
官
事
。
該
南
京
河
南
等
道
監
察
御
史
呉
泰
等
奏
。
嘗
謂
治
政
、
莫
要
於
得
人
、
莫
先
於
考
察
。（
中
略
）
…
…
皇
上
嗣
履
尊
極
、
励
精
万
畿
、
雖
在
諒
闇
不
言
之
中
、
恒
切
求
賢
図
治
之
意
。
首
聴
科
道
糾
挙
左
右
大
臣
。
老
儒
奸
貪
、
不
称
任
使
者
、
漸
次
罷
帰
。
老
成
練
達
、
居
閑
致
散
者
、
取
回
任
用
。（
中
略
）
…
…
今
京
堂
上
官
員
、
累
経
科
道
官
糾
挙
、
或
自
陳
乞
退
、
或
被
劾
罷
閑
、
縦
有
一
二
不
愜
人
望
、
有
玷
班
行
者
、
亦
将
無
知
（
地
）
自
容
。
是
、
堂
上
官
已
経
考
察
矣
。
（
14
）　
『
王
端
毅
奏
集
』
巻
八　
厳
考
察
以
励
庶
官
奏
状
条
 
考
功
清
吏
司
案
呈
、
奉
本
部
送
吏
科
抄
出
、
南
京
河
南
道
監
察
御
史
呉
泰
等
奏
、
云
云
。
等
因
。
具
本
奏
、
奉
聖
旨
、
這
考
察
事
、
吏
部
看
了
来
説
。
欽
此
。
欽
遵
。
抄
出
到
部
送
司
。
査
得
成
化
四
年
、
該
科
道
官
魏
元
等
奏
、
要
考
察
両
京
大
小
衙
門
官
員
。
本
部
奏
奉
憲
宗
皇
帝
聖
旨
、是
。
有
堂
上
官
的
還
会
堂
上
掌
印
官
公
同
考
察
。
欽
此
。
已
経
会
官
考
察
外
、
成
化
十
三
年
又
該
御
史
戴
縉
奏
、
要
考
察
両
京
五
品
以
下
官
員
、
本
部
査
照
前
例
、
具
題
。
節
奉
憲
宗
皇
帝
聖
旨
、
還
照
例
会
官
考
察
、欽
此
。
欽
遵
。
又
経
会
官
考
察
訖
。
案
呈
到
部
。
97 明代の考察制度について（陳）
看
得
南
京
河
南
等
道
監
察
御
史
呉
泰
等
奏
称
、
両
京
堂
上
官
并
在
外
司
府
州
県
官
、
已
経
考
察
、
独
両
京
各
衙
門
五
品
以
下
官
員
、
年
久
未
経
考
察
。
其
間
才
行
可
称
者
固
多
、
而
貪
冒
苟
容
者
亦
有
。
要
行
両
京
吏
部
会
同
両
京
都
察
院
公
同
各
衙
門
堂
上
掌
印
官
従
公
逐
一
考
察
。
（
15
）　
注
17
を
参
照
。
（
16
）　
『
明
孝
宗
実
録
』
巻
二
百
二
十
二　
弘
治
十
年
二
月
戊
寅
条
 
御
史
鄭
惟
恒
等
奏
、
欲
兼
考
察
大
臣
、
請
通
行
両
京
四
品
以
上
官
、
令
自
陳
求
退
。
上
曰
両
京
堂
上
官
不
必
自
陳
。
（
17
）　
『
万
暦
野
獲
編
』
巻
十
一　
「
吏
部
」
京
官
考
察
条
 
弘
治
十
年
正
月
、
吏
科
都
給
事
李
源
等
十
三
道
御
史
徐
昇
等
乞
考
察
両
京
五
品
以
下
及
外
任
方
面
。
上
命
如
弘
治
元
年
例
、
考
察
共
斥
降
九
十
員
。
至
弘
治
十
四
年
閏
七
月
、
用
南
吏
書
傅
澣
奏
、
謂
京
官
十
年
一
考
察
法
太
闊
略
、
乞
六
年
一
考
、
従
之
。
弘
治
十
七
年
又
詔
十
年
一
考
。
尋
以
給
事
中
許
天
錫
言
、
命
六
年
一
考
、
著
為
令
。
（
18
）　
『
明
憲
宗
実
録
』
巻
一
百
六
十
八　
成
化
十
三
年
七
月
壬
申
条
 
詔
。
両
京
堂
上
官
五
品
以
下
者
、
従
吏
部
、
依
例
会
官
考
核
。
（
19
）　
注
17
を
参
照
。
（
20
）　
『
明
武
宗
実
録
』
巻
四
十
八　
正
徳
四
年
三
月
己
酉
条
 
吏
部
奏
請
考
察
京
官
、且
言
自
弘
治
十
七
年
考
察
後
迄
今
雖
未
六
年
、
但
今
庶
政
維
新
、
百
官
賢
否
不
一
、
若
非
厳
加
考
察
則
賢
否
混
淆
、
勧
懲
失
当
、
又
各
衙
門
五
品
以
下
官
、
雖
曽
給
由
赴
部
、
具
有
考
語
而
詞
多
溢
美
、
難
以
憑
據
、
宜
行
各
掌
印
官
、
具
別
賢
否
、
与
臣
等
素
所
訪
聞
両
相
考
証
、
其
才
力
不
及
、
初
入
仕
途
者
存
之
則
廃
事
、
去
之
則
可
惜
、
請
量
改
教
授
。
並
両
京
国
子
監
官
中
、
間
有
才
識
各
有
所
宜
者
、
量
才
改
調
。
得
旨
。
進
退
人
才
朝
廷
重
事
、
両
京
吏
部
会
同
都
察
院
並
各
堂
上
官
従
公
考
察
、
務
協
衆
論
。
堂
上
官
四
品
以
上
令
自
陳
、
翰
林
院
官
令
本
院
考
察
、
欽
天
監
太
医
院
皆
免
之
。
時
張
彩
初
為
吏
部
侍
郎
、
朋
比
劉
瑾
、
顛
倒
威
柄
、
箝
制
百
官
。
故
非
時
而
有
是
挙
、
初
入
仕
途
及
才
識
各
有
所
宜
、
皆
前
例
所
未
有
也
。
（
21
）　
京
察
の
挙
行
年
が
巳
・
亥
の
年
に
決
定
さ
れ
た
の
は
劉
瑾
の
政
治
闘
争
と
関
係
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
し
た
い
。
（
22
）　
張
璁
『
東
甌
張
文
忠
奏
対
稿
』
卷
四
「
自
陳
乞
休
」（
嘉
靖
六
年
）
 
臣
謹
奏
、
茲
当
京
官
六
年
考
察
、
六
部
会
都
察
院
一
日
唱
名
而
已
。
夫
五
品
以
下
、
咨
之
多
口
、
未
可
知
也
。
四
品
以
上
、
当
鑑
之
重
瞳
、
不
可
欺
也
。
夫
君
子
小
人
之
進
退
、
勢
常
相
乗
、
而
治
乱
実
係
焉
。
君
子
多
而
小
人
少
、
則
小
人
退
。
故
舜
有
四
凶
、
或
誅
或
竄
。
小
人
多
而
君
子
少
、
則
君
子
退
。
故
殷
有
三
仁
、
或
去
或
亡
。
雖
然
正
人
指
邪
人
為
邪
、邪
人
亦
指
正
人
為
邪
。
自
古
為
然
。
皇
上
聖
明
天
縦
、
孰
得
而
逃
之
乎
。
誠
恐
司
鑑
別
者
多
類
傷
弓
之
鳥
、
乱
是
非
者
得
漏
吞
舟
之
魚
。
或
因
以
陰
樹
朋
奸
、
或
仮
以
公
傷
善
類
、
則
国
家
将
来
之
禍
有
不
可
勝
言
者
。
皇
上
当
深
査
早
弁
之
者
也
。
臣
幸
不
同
時
勢
、
難
独
立
。
止
宜
罷
黜
、
安
可
苟
容
。
然
非
敢
忠
皇
上
知
遇
之
思
、
尚
可
以
消
当
世
朋
比
之
心
也
。
 
こ
の
上
奏
文
に
は
上
奏
し
た
時
期
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
張
璁
の
文
集
に
お
い
て
、
こ
の
上
奏
の
次
に
載
せ
ら
れ
る
「
再
陳
」
と
い
う
上
奏
文
に
は
、「
昔
孔
子
作
春
秋
而
乱
臣
賊
子
懼
曰
、
知
我
者
其
惟
春
秋
乎
。」
と
の
文
言
が
あ
り
、『
明
世
宗
実
録
』
巻
七
十
四
嘉
靖
六
年
三
月
甲
辰
（
二
十
七
日
）
の
張
璁
の
上
奏
文
に
も
「
兵
部
左
侍
郎
張
璁
乞
休
。
疏
曰
、
臣
昔
議
礼
之
時
、
与
挙
朝
相
抗
者
、
四
五
98
年
、
而
挙
世
攻
臣
者
、
百
人
疏
。
今
又
敕
修
大
礼
全
書
、
元
悪
寒
心
、
群
奸
側
目
、
故
要
略
方
進
、
而
讒
謗
繁
興
、
使
全
書
告
成
、
而
誣
陥
益
肆
。
古
云
知
我
罪
我
、
其
惟
春
秋
（
後
文
略
）。」
と
、
同
様
の
文
言
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
張
璁
の
考
察
の
自
陳
疏
が
提
出
さ
れ
た
の
は
嘉
靖
六
年
の
こ
と
だ
と
判
断
し
た
。
（
23
）　
毛
伯
温
『
毛
襄
懋
奏
議
』
卷
九
之
五　
「
自
陳
疏
」（
嘉
靖
十
八
年
）
 
奏
為
不
職
乞
賜
罷
黜
以
厳
考
察
事
。
准
吏
部
咨
、
該
本
部
題
、
奉
聖
旨
、
是
。
各
衙
門
例
該
考
察
的
官
員
、
你
部
裏
便
会
同
都
察
院
并
本
部
衙
門
堂
上
官
照
例
従
公
考
察
。
翰
林
院
、
詹
事
府
等
府
衙
門
照
嘉
靖
六
年
例
一
体
考
察
。
欽
此
。
窃
惟
考
察
之
典
、
帝
王
励
世
磨
鈍
之
具
也
。
是
以
虞
重
黜
陟
、
周
詔
廃
置
、
歴
代
相
承
、
莫
之
能
改
。
誠
以
稂
莠
弗
去
則
来
牟
罔
登
、
憸
夫
不
除
則
良
士
靡
勧
。
熙
康
之
朝
、
用
賢
如
転
丸
、
去
悪
如
治
稗
者
、
迪
知
素
而
殿
最
不
混
、
公
道
昭
而
私
昵
弗
徇
也
。
（
24
）　
毛
伯
温
『
毛
襄
懋
奏
議
』
卷
七
之
四
「
自
陳
疏
」（
嘉
靖
二
十
四
年
）
 
奏
為
自
陳
不
職
乞
恩
辞
任
以
厳
考
察
事
。
准
本
院
咨
、
准
吏
部
咨
。
該
本
部
題
為
遵
旧
例
厳
考
察
以
励
庶
官
事
。
内
開
会
同
都
察
院
并
各
衙
門
堂
上
官
照
例
考
察
在
京
各
衙
門
五
品
以
下
官
員
。
等
因
。
題
奉
聖
旨
、
是
。
各
衙
門
堂
上
五
品
官
并
所
属
五
品
以
下
的
、
你
部
裏
会
同
都
察
院
并
本
衙
門
堂
上
官
照
例
考
察
。
翰
林
院
、
詹
事
府
等
衙
門
選
照
嘉
靖
六
年
事
例
、
一
体
考
察
。
欽
此
。
欽
遵
。
備
咨
到
臣
。
祗
奉
綸
音
、
実
切
淵
憟
、
窃
惟
奮
庸
熙
載
虞
廷
、
肇
考
績
之
規
、
董
正
治
官
周
室
、
厳
率
属
之
典
。
図
治
奠
要
於
黜
陟
、
用
人
当
弁
乎
幽
明
。
（
25
）　
『
明
世
宗
実
録
』
巻
七
十
四　
嘉
靖
六
年
三
月
辛
丑
条
 
吏
部
郎
中
彭
沢
以
考
察
浮
躁
降
外
任
。
兵
部
侍
郎
張
璁
為
之
訟
、言
、
昔
議
礼
時
沢
見
臣
所
著
大
礼
或
問
、
深
加
嘆
賞
、
既
勧
臣
進
呈
又
為
録
送
内
閣
、
以
是
大
不
理
於
衆
口
。
茲
者
臣
進
大
礼
要
略
、
備
載
其
事
、
及
徐
文
華
、
余
才
、
盧
瓊
排
撃
等
語
。
文
華
等
不
勝
憤
恨
、
遂
謀
於
郷
人
御
史
程
啓
充
与
都
御
史
聶
賢
、
構
成
虚
詞
、
列
之
浮
躁
、
啓
充
与
瓊
且
欲
以
次
攻
撃
臣
等
、
夫
皇
上
敕
修
大
礼
全
書
、
将
以
伝
之
万
世
、
今
要
略
方
進
、
而
忠
臣
被
黜
、
使
全
書
告
成
而
忠
臣
憂
懼
、
当
何
如
之
也
。
幸
上
察
之
。
疏
入
、
特
詔
留
沢
、
已
而
沢
具
疏
辞
、
且
自
白
曰
、
即
使
臣
以
議
礼
当
上
心
、
亦
不
容
借
此
為
敘
復
之
資
、
況
実
無
片
語
上
達
、
廷
箠
殆
斃
、
人
所
共
睹
、
欺
天
行
詐
、
安
敢
為
也
。
不
聴
。
已
給
事
中
楊
秉
義
等
、
御
史
儲
良
材
等
、
復
執
奏
沢
不
当
用
、
且
言
璁
市
恩
搖
国
。
是
、
上
恕
其
狂
率
、
俱
奪
俸
二
月
。
（
26
）　
『
明
世
宗
実
録
』
巻
七
十
四　
嘉
靖
六
年
三
月
壬
寅
条
 
壬
寅
、
科
道
官
以
考
察
拾
遺
劾
奏
侍
郎
胡
瓚
、
劉
龍
、
趙
永
、
張
璁
、
童
瑞
、
蒋
曙
、
閔
楷
、
韓
荊
、
尚
書
張
嵿
、
都
御
史
陳
鳳
梧
、
王
珝
、
林
琦
、
傅
習
、
畢
昭
、
右
通
政
党
承
志
、
卿
、
崔
傑
、
安
金
、
司
業
、
呉
恵
、
中
允
辺
憲
、
編
修
廖
道
南
、
郎
中
張
拱
辰
、
李
浙
、
陳
賞
、
辺
仲
、
錦
衣
衛
経
歴
彭
応
軫
。
上
曰
瓚
佐
理
邦
儲
。
龍
日
侍
講
読
、
璁
忠
誠
端
直
、
瑞
勤
誠
尽
職
。
俱
留
用
。
嵿
、
鳳
梧
、
永
、
琦
、
傑
、
承
志
令
致
仕
。
其
余
吏
部
会
都
察
院
詳
議
以
聞
。
議
上
得
旨
。
珝
、楷
、
恵
、
憲
、
道
南
留
用
。
畢
昭
待
服
闋
定
奪
。
荊
、
曙
、
金
致
仕
。
習
調
用
。
拱
辰
、
応
軫
、
仲
、
間
、
浙
、
賞
降
用
。
（
27
）　
そ
も
そ
も
李
遂
の
文
集
に
は
「
循
例
自
陳
乞
賜
罷
黜
疏
」
が
上
奏
さ
れ
た
時
期
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
『
明
世
宗
実
録
』
巻
四
百
九
十
六　
嘉
靖
四
十
年
五
月
戊
子
条
で
は
「
升
兵
部
左
侍
郎
李
遂
為
南
京
兵
部
尚
書
参
賛
機
務
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
同
書
巻
五
百
五
十
99 明代の考察制度について（陳）
三　
嘉
靖
四
十
四
年
十
二
月
丙
子
条
で
は
「
南
京
兵
部
尚
書
李
遂
以
疾
乞
致
仕
許
之
。」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
李
遂
が
南
京
で
任
官
し
た
時
期
は
嘉
靖
四
十
年
か
ら
嘉
靖
四
十
四
年
の
間
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
京
察
を
行
っ
た
の
は
嘉
靖
四
十
二
年
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
李
遂
の
「
循
例
自
陳
乞
賜
罷
黜
疏
」
は
嘉
靖
四
十
二
年
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
（
28
）　
李
遂
『
李
襄
敏
公
奏
議
』
巻
十
三
「
循
例
自
陳
乞
賜
罷
黜
疏
」
（
29
）　
阪
倉
篤
秀
『
明
王
朝
中
央
統
治
機
構
の
研
究
』
汲
古
書
院
（
二
〇
〇
〇　
63
頁
）
（
30
）　
王
天
有
『
晩
明
東
林
党
議
』
上
海
古
籍
出
版
社
（
一
九
九
一　
2-
4
頁
）
（
31
）　
毛
佩
琦
「
明
史
分
期
芻
議
」『
明
史
論
文
集
』
黄
山
書
社
（
一
九
九
四　
183-
186
頁
）
